
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 9月 12日 

田原西小学校 PTA会長 木下 静江 
 

PTA 運営委員会は、執行部役員、各専門部部長・学年部長で構成され、PTA 活動の円滑な運営に関

して協議をしています。 

8月 27日（土）に第 2回 PTA運営委員会を開催しましたので、協議内容等をご報告します。 

 

○ 2022年度 1学期 各専門部・学年部 事業報告  

総務事業部：リサイクル活動（アルミ缶回収） 

広 報 部：広報紙「ふれあい」1号・2号、学校ホームページにて発行 

体 育 部：万国旗取付け・水難救助講習会・市 P連「ソフトボール大会」・夏休みプール監視 

生活指導部：学校行事での駐車場整理・地域安全点検 

学 年 部：校内環境支援・各学年総合学習等の協力 

執 行 部：活動内容検証・各部活動補佐 

※全  体：運動会前日準備・当日片付け、引き渡し訓練の協力、研修及び講習会参加 
 

○ 2022年度 2学期 各専門部・学年部 事業計画  

総務事業部：リサイクル活動（アルミ缶回収）、バザー準備・開催 

広 報 部：広報紙「ふれあい」3号・4号、学校ホームページにて発行 

体 育 部：親睦バレー開催準備・実施 

生活指導部：学校行事での駐車場整理・一日巡回指導体験 

学 年 部：各学年総合学習等の協力 

執 行 部：活動内容検証・各部活動補佐 

※全  体：研修及び講習会参加 

 

○ 1学期を振り返って 

● 運動会について 

本年度も前年度同様に新型コロナウイルス感染対策を行いながらの開催となりました。前日準

備や後片付けなどご協力ありがとうございました。 

〈 反省点 〉 

 ・後片づけの際、小学校と中学校のテントの区別がわかりにくく運び直しになった。 

 ⇒学校とわかりやすい区別の仕方を検討、来年度に向けて担当や担当部へ引き継ぐ。 

 ・正門の閉門時間に検温が立て込み、予定時間に閉門することが出来なかった。 

 ⇒西門以外の閉門時間を 8時 20分に変更、以後は警備員に西門へ誘導してもらうよう検討。 
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● 緊急時児童引き渡し訓練について 

児童の校庭への避難や車の入庫に関しては事前に人員や駐車範囲を増やしたことで、スムーズ

に行うことが出来ましたが、出庫に関しては混雑し待たせてしまう車もあり、誘導担当者が危険

な場面も多々見られました。また優先的に出庫を希望され危険運転や誘導担当者への暴言とも受

け取れる声も聞こえました。 

⇒来年度は児童・誘導担当者の安全を一番に考え一台ずつの出庫になること、混雑し出庫に時間

がかかる可能性がある事を事前に周知し、理解と協力を求める。改善が無いようであれば今後

の誘導の在り方を再検討する。 

〇 年度末決算の日程について 

本年度の会計締めは、昨年度に引き続き 1 月末です。購入が決まっている物などあれば早めに購

入していただき、早めの決済をよろしくお願いします。 

〇 ＰＴＡ活動マニュアルについて 

一昨年の各部の統合や活動の見直しの為、本年度は各部への配付を見送っています。大幅な改訂

となるため現在も協議中です。今年の活動を踏まえながら、来年度初めに配付を目指し作成してま

いります。 

〇 広報部統廃合について（案） 

近年の児童数減少に伴い、現状の PTA 活動が困難になると予想されることから広報部の統廃合の

提案がされました。 

≪案①≫広報部を総務事業部と統合…少数メンバーでふれあい発行。（発行回数は任意） 

≪案②≫広報部の継続…………………少数メンバーで現状維持。（他部の人員・活動を見直し） 

≪案③≫広報部の廃部…………………広報部の活動を停止。ふれあい発行停止。 

 ⇒来年一年間活動を行いながら協議を重ね、改めてご報告いたします。 

〇 漢検について 

例年夏季・冬季と年間 2 回の漢字検定試験を開催してきましたが、新型コロナウイルス感染拡

大防止の為、本年は 1回冬季の開催を予定しています。10月頃に詳しい内容のお知らせを配付予

定です。ご興味のあるかたはぜひご参加ください。 

〇 来年度ＰＴＡ各部会所属希望調査票について 

9月初旬に対象者へ「PTA部会所属希望調査票及び執行部役委員推薦のお知らせ」又は「執行部

役員推薦のお知らせ」を配付しています。執行部役員選考に時間がかかる為この時期になります。

漏れの無いように記入いただき、期限までに提出をお願いいたします。 

〇 学校から 

学校給食費について様々な工夫を行ってきましたが、近年の物価や食材の高騰の影響や文科省

からの給食の栄養基準量の維持が困難であることから給食費を値上げせざるを得ない状況になっ

ています。PTA の皆さまにまず現状をご理解いただき、検討を重ね実施をしていきたいと考えて

います。                                      

以上 


